
 「認定第１９号 平成１９年度飯塚市立病院事業会計決算の認定」についてを議題といたし

ます。 

 初めに、監査委員に対する質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

 監査委員に対する質疑を終結いたします。 

 次に、本案に対する質疑を許します。質疑はありませんか。 

○ 楡井委員   

 それでは、今年度２億８,６００万円余りで筑豊労災病院を国から買い取るということになり

まして、この金額も地域医療振興協会が負担するというふうに説明を受けておりました。した

がって、飯塚市としては財政的な負担は一切ないというふうにもあわせて説明をしてこられた

んですけれども、この経過は実際そんなふうに言われてきたとおりになっているのかどうかに

ついてまずお聞きしたいと思います。 

○ 健康増進課長   

 筑豊労災病院の買い取り費用につきましては、言われますように２億８,６００万円ほどにな

りますけれども、病院事業債と一般会計の出資金をその財源といたしております。事業債等の

後年度償還分につきましては、交付税措置分を除いたものを地域医療振興協会が負担するよう

になっておりますので、実質的な市としての負担はございません。 

○ 楡井委員   

 市としての負担がないというふうに言われたきたこれまでの経過がありますが、２億８,６０

０万円余りの金額の内訳を説明していただけますか。 

○ 健康増進課長   

 費用負担の２億８,６１４万１９８円につきましては、病院事業債２億１,４６０万円、合併

特例債２,１５０万円、産炭地振興基金５千万円、残額、これ単費で支出いたしておりますが、

４万１９８円、これを充当いたしております。 

○ 楡井委員   

 病院事業債が２億１,４６０万円、それから、一般会計から、ちょっと切り捨てあれしますけ

ど７,１５４万円ということになっていて、そのうち５千万円が産炭地域振興基金というところ

から来ると。この５千万円が問題になった１億円とか５千万円とかっていう話の金額です。そ

うすると、２,１５０万円余りが市の負担というようなことになると思うんですけれども、そう

いう理解でいいんですかね。 

○ 健康増進課長   

 市の負担につきまして、事業債ごとに御説明させていただきたいと思いますが、病院事業債

につきましては、１０年返済で元利合計約２億３,１４８万２千円を返済することになります。

そのうち約５,２０８万３千円の交付税措置があるため、協会負担金は１億７,９３９万９千円

となります。 

 同様に、合併特例債につきましては、１０年間返済で、元利合計約２,３５２万４千円を返済

することになり、そのうち約１,６４６万７千円を交付税措置があるため協会負担金は７０５万

７千円となります。このため、地域振興協会の負担金、これが市のもともとの負担金となりま

すけど、手出し分となりますが、その分を負担額としていただくことになりますけど、病院事

業債、合併特例債の負担額、それに残額４万１９８円を加えた１億８,６４９万６,２５４円と

なります。 

○ 楡井委員   

 そうすると、地域医療振興協会が負担するのは１億８,６００万円余りという理解でいいんで

すね。 

○ 健康増進課長   



 そのとおりでございます。 

○ 楡井委員   

 それでは、今度は医療スタッフの関係で、特にお医者さんの関係をお聞きしたいと思います。 

 現在のお医者さんの状況は、何度かここでお聞きしたり、それから、市民会議ですかね。そ

ういうところからの御報告でもあっておりましたけれども、現在は２２人というふうにお聞き

しております。これはスタートしたときから小児科と麻酔科に１人ずつふえてというような状

況でありますが、そういうことでいいですか。 

○ 健康増進課長   

 市立病院の常勤医師の状況につきましては、委員がおっしゃられたとおりでございます。 

○ 楡井委員   

 そうすると、この状況は、決算にも今かかってくる状況じゃないかなというふうに思います。

次に、指定管理ということになれば、これなかなか議会のチェックが入りにくいという状況が

ありますから、これは市の財政を入れてでも、お医者さんの確保をせないかんというように我々

主張してきたところでありますけれども、今言ったように市の財政もほとんど入らないという

ことになりますので、ぜひお医者さんの確保については、今後とも、これは大いに努力しても

らうというふうにしていただきたいという要望もあわせて行わせていただきたいと思います。 

○ 委員長   

 ほかに質疑はありませんか。 

（ な  し ） 

 質疑を終結いたします。 

 討論を許します。討論はありませんか。 

○ 楡井委員   

 １９年決算なんですけれども、この１９年度からやはり医者の確保については、それなりに

注意もしてきたというふうに思います。にもかかわらず現在でも、現在のこと言うちゃいかん

ということでしょうけれども、２０年３月３１日時点では、１９名というもともと目標にして

いたといいますか、市民に約束をしていた３２名からすれば、大いに少ないという結果になっ

て今年度をスタートしているという状況からすれば、頴田病院の二の舞になる可能性もあるん

じゃないか、こういうふうに赤字を出して。そうすると果して地域医療振興協会が、このまま

３０年間運営してくれるかどうかということについても大変危ういものを感じるということも

指摘して、この市の財産を出しても、やはり市民病院をしっかりしたものにしていくというふ

うにしていただきたい。 

 したがって、一銭も出さないからということで市民病院を不安な状態に陥れないようにして

いただきたいというふうに思います。 

○ 委員長   

 「認定第１９号 平成１９年度飯塚市立病院事業会計決算の認定」について認定することに

賛成の委員は挙手願います。 

（挙手 賛成多数） 

 賛成多数、よって、本案は認定すべきものと決定いたしました。 

 暫時休憩いたします。 

休 憩 １０：３５ 

再 開 １０：４４ 

 


